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イベント報告書 概要

■ カンファレンス実行委員会挨拶

■ コンセプト

当イベントは宮城/地域社会における高度情報化の促進

を目的に活動するMISAが主催しております。これから

のICTのあるべき姿や課題について検討を続け、これま

でにない新しく、且つ、意義のあるイベント開催を目的

に「イモニケーション2016」の開催を決定しました。

当イベントは「セミナー」「芋煮会」の2軸での展開とし、セ

ミナーでは北海道、東北で活躍するIT企業の代表3名をお

迎えし、昨年よりもより濃い内容で各テーマについて、学

生・企業の皆様とともに考える機会と致しました。

■ 広報ツール / 活動
１.デジタルチラシ：学生向け

２.デジタルチラシ：企業向け

３.FBイベントページ

４.MISA FBページ告知

５.MISA オフィシャルウェブ告知

６.東北学院大学 10研究室

７.東北工業大学 1研究室

８.宮城大学 1研究室

■ 動員客数
学生：15名(2名キャンセル)

企業：31名(2名キャンセル)

■ 制作物（次ページ参照）

１. デジタルチラシ2種 プリント出力

２. テーブルカード

３. 質問トランプ（昨年同様）

■ 開催日時

9月22日(木)10：00 -16：00

■ イベントタイトル ■ セミナーテーマ

芋煮CATION/イモニケーション2016

■ 講師 ■ 会場

茂庭荘
定員100名

「地域文化を通し、ICT業界・企業との未来創造場を創る」という決意を表現

芋煮で出会う自分未来

 1  「みんながプログラミングを学ぶべき3つの理由」 

 ２  「VR業界と今後の可能性」 

 ３  「機械学習（AI）の現状と将来性」 

株式会社インフィニットループ

代表取締役　松井 健太郎様

コミィ株式会社

代表取締役　柿沼 清孝様

1

2

株式会社セカイネット

代表取締役　中園 良慶様
3
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アンケートにご協力をお願いします。
下記QRコードを読み込み、表示されたアンケート画面にてご回答ください。

※ QRコード読み取りアプリをダウンロードしてください。

【学生】 http://www.smaster.jp/Sheet.aspx?SheetID=112116
【企業】http://www.smaster.jp/Sheet.aspx?SheetID=112115

読み取れない場合はこちらのURLからアクセスしてください。

学生の方は
こちらから

企業の方は
こちらから

イベント報告書 制作物
イモニケーション20 1 6

１.デジタルチラシ2種

３.質問トランプ　全19種（昨年同様）２.テーブルカード

学生 会員
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イベント報告書 当日の様子

午前の部　セミナー

午後の部　芋煮

イモニケーション20 1 6
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イベント報告書 学生アンケート結果

あなたは、ICT(コンピュータ関連 ) 業界を
仕事として考えたことがありましたか。

(回答数 : 12 )

( 回答数 : 7 )

考えたことがある
（専門 /大学に入る前から）

58.3% 58.3%

91.7%

8.3%

41.7%

16.7%

41.7%

8.3%

58.3%
91.7%

25%
考えたことがある
（専門 /大学に入ってから）

考えたことがない
（これから企業研究）

Q1

性別

(回答数 : 12 )

男性女性

Q5

本日のイベントについて良いところ、悪いところをそれぞれご自由にお書きください。

(回答数 : 7 )芋煮会

Q7

今回のイベントに参加して、
ICT業界の興味に変化ありましたか。

(回答数 : 12 )

興味が強くなった興味は変わらず

Q2
セミナーの内容は
いかがでしたか。

(回答数 : 12 )

良かった

普通（どちらとも言えない）

Q3

年齢

(回答数 : 12 )

10 ～ 19

20 ～ 29

Q6

■ 何から始めればいいのかがよくわかった (VRについて ) 

■ おもしろかったです。

■ あんまり固くないところが取っつきやすくて良かったです。  文系には用語が難しかったので、難しかったです。

■ 簡単なプリント一枚でもいいので理解の助けになるための書き込みをしやすい用紙を用意するといいと思った 

■ 堅苦しい感じではなかったのですんなりとプレゼンテーションを聞くことができました。

■ とてもためになりました。プログラミングやARなど興味のある事柄について聞くことが出来て良かったです。

■ 様々なところから色んな話がきけてよかったです。ただ、コミュニケーションの時間がもう少しほしいと思いました。

■ 醤油も是非お願いしたいです。  カレールーがあるとカレーに変身しますよ！

■ 次は醤油ベースの芋煮も用意して食べ比べしたいです！  カレーとうどんでカレーうどんにしましょう。

■ 企業の方々が本当に親身になって話を聞いて下さるので、自分の抱えていた疑問が晴れました。

■ 席を決めるのはよいが席ごとの人数を増やした方がいいと思う

■ 色んな人とお話できた。文系でも人生について学ぶことがありました。ご飯がうまい。

■ 最後の方グダグダしていたので、終了時間14:30ぐらいでいいなと感じた。

■ 食材が少なかった

58.3%33.3%

8.3%

芋煮会の内容はいかがでしたか。

(回答数 : 12 )

良かった
普通
（どちらとも言えない）

悪かった

Q4

セミナー

回答率：12／ 15 人
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イベント報告書 企業アンケート結果

総括

以下の項目について、満足度はいかがでしたか。
当てはまるものをそれぞれおお選びください。

目標としていた参加企業数には足りませんでしたが、ミライの人材となりうる学生たちとのコミュニケーションは非常に密でした。

参加した企業・学生からのアンケート結果を見るとそれは顕著に伺え、今後MISAイベントのコアになるのではないでしょうか。

また、芋煮ケーションの参加学生2名のうち1名が会員企業の会社説明会に、1名がインターンへ応募してきました。

次年は他委員会・他団体への協力要請、告知を4月中に行い、より多くの会員企業、他団体、学生への認知、参加増を狙います。

(回答数 : 10 ) ( 回答数 : 10 )

( 回答数 : 7 )

満足

50%

100% 50%
40%

40%

どちらかと
いえば満足

10%

どちらかと
いえば不満

20%

どちらかと
いえば不満

満足

70%

30%

どちらかと
いえば満足

Q1

性別

(回答数 : 10 )

男性

Q3

本日のイベントについて良いところ、悪いところをそれぞれご自由にお書きください。

(回答数 : 8 )芋煮会

Q5

立地 スタッフの対応

年齢

(回答数 : 10 )

20 ～ 29

30 ～ 39

10%
50～ 59

Q4

■ 業界に詳しい方からお話を伺えるのは、ありがたいと思います。 

　  5 分程度の小休憩があるとより良いと感じました。

■ 特にはありませんが、休憩はあってもよかったかも？

■ 質疑応答はその場で行った方が良いと感じた

■ ゲーム、VR、AIと学生が興味を持つような内容だったので、良いと思った

■ フランク

■ 学生が少ないです。

■ よかったです！為になりました！

■ みんな楽しんでいるようだったので良かったです！

■ 山形風の芋煮も欲しかったです。

■ 量

■ 人参が少し硬かった

■ 山形風も食べたい

■ 満喫させていただきました。ありがとうございました。

■ こんどは醤油もお願いします

■ 企業の偉い方ともお話しできることが良いと思います。

セミナー

(回答数 : 10 )

回答率：10／ 31 人

( 回答数 : 10 )

満足

50%
30%

どちらかと
いえば満足

20%

どちらかと
いえば不満

満足

50%
30%

どちらかと
いえば満足

セミナー 芋煮会

(回答数 : 10 )

参加した学生の反応はいかがでしたか。
Q2

とても良い
（企業研究、
インターンシップの
足掛かりになった）

30%

70%
良い
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■カンファレンス実行委員会

ハイクリエイティブ株式会社　　畠山　創

株式会社ラネックス　　小林 貴之

イートス株式会社　　増子 浩樹

システムニコル株式会社　　臼井 立美

株式会社b.mode　　三浦 哲志

株式会社イッツ・コーポレーション　　日向 勇輝

テクノウイング株式会社　　横山 裕輝

株式会社トレック　　佐々木 卓也


